
 
第 75 回大会総会報告：於 宮崎公立大学（2014/11/15） 

 

  【報告事項】 

  (1) 平成 25 年度第 9 回優秀発表賞選考結果の報告 

 【優秀発表賞】(2件) 

  受賞者（所属）：光藤宏行（九州大学人間環境学研究院） 

  発表題目：触覚情報による外的空間の広がりの知覚 

 

  受賞者（所属）：福田恭介（福岡県立大学人間社会学部）・志堂寺和則（九州大学大学院 

          システム情報科学研究院）・松尾太加志（北九州市立大学文学部） 

  発表題目：まばたきの数と速度が印象形成に及ぼす影響  

 

 【若手研究奨励賞・石田研究奨励賞】(1件) 

  受賞者（所属）：増田奈央子（久留米大学大学院心理学研究科） 

  発表題目：写真刺激の感情の質と覚醒度が有効視野に及ぼす影響 

  

 (2)第 76 回大会開催大学について 

  大分県立芸術文化短期大学 ( 2015 年11月15，16日) 

 

【審議事項】 

 (1) 第74回大会決算報告（琉球大学） 

    同 監査報告 承認 

 

 (2) 事務局決算報告（九州大学） 

    同 監査報告 承認 

 

 (3)学部学生の優秀発表賞受賞資格について 

  学会事務局より学部学生の学会発表認可に伴う優秀発表賞に関する取り扱いについて提案がなさ 

     れ，以下の内容で承認された。 

 

 ・優秀発表賞と若手研究奨励賞の受賞対象に学部学生臨時会員を含める。 

  それに伴い，優秀発表賞規定を改定する。 

 

 ・ただし，学部学生臨時会員は石田研究奨励賞内規の「心理学の研究者を目指す優秀な大学院生の 

       発表に対して授与する」に該当しないので，石田研究奨励賞の受賞対象にはならない。 

 

 ・改定された優秀発表賞規程は次年度（第 76 回）大会の選考から適用される。 

 



 (4) 九州心理学会の今後について 

  学会事務局より提案がなされ，以下の内容で承認された。 

 ・九州大学による学会事務局の継続は困難であるため，2014年3月末までに学会事務局を九州大学 

       から鹿児島大学に移動する。 

  それに伴い，九州心理学会会則の第2条を「本会の事務局は鹿児島大学教育学部学校教育講座 

     （教育心理学）内におく。」と変更する。 

ただし，鹿児島大学への事務局設置は最長で5年を限度とする。 

 ・鹿児島大学に学会事務局を設置できる5年以内で，事務局を含めた九州心理学会の今後について 

       早急な議論が必要であることが確認された。 

 

 (5) 九州心理学会大会優秀発表賞授与式 

  第 74 回大会で選ばれた優秀発表賞に対して，賞状と副賞の授与が行われた。 

 


